
蓑と日常の混交として
rヒJを探求する、新しい社会学

「在宅療養の文化」は、医療と生活が総合されてでき

あがりつつある、日本の新しい文化である。人□密度

の高い日本では、訪問診療・訪問看護を効率的に行う

ことができるので、この文化は、介護保険後の日本に

特徴的な文化として顕現しつつある。たとえば、在宅

療養の現場では、以下のよう怠ことが起きているので

はないだろうか。第一に、医療者やヘルバーの振る舞

いが家庭内での話題になる。第二に、療養者と家族の

日常や非日常の在り方が、専門職訪問者 (医師・看護

師等々)の医療的関心事になる。つまり、「医療と日常
生活の相互規定的混交」が、起きてきているのではな

いだろうか。

この起きていることの全体を「在宅療養の文化のハ

イプリッド (異種混交)性についての研究」として把
握していきたい。つまり、在宅で起きていることを、

医療的なものと日常生活的なものの両方が、複雑に混

交してお互いを変化させつつあるものとして考え、そ

れを探求していきたい。

例えば私は、現在、あるALS(筋萎縮性lRl索硬化症)
の患者さん宅に、3年越しでフィールドワークに入つて

いるが、そこでは、患者さんと家族の話題の中心的な

部分のひとつが、訪問してくる専門職たちの吸引技術

であつた。すなわち、ALS患者は、呼吸筋が衰えるた
め、ある程度病状が進行すると一日に数十回の痰の吸
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引が必要となるが、その一見医療的処置にのみ見える

作業が、単に生きるための生物医学的作業としてのみ

扱われるのでなく、「片手でぞんざいだが、うまい」と

か「両手で丁寧で基本通りだが、それほどうまくはな

い」とか、さらには「吸引の準備段階での体位の変換

の手際がよく、かつ、観察力も優れていて、気管支の

なかのどの部分に痰があるのかの見極めが適確で総合

的に優れている。しかも、無理をしないところがいい」

というような形で、ほとんど文化的に批評する対象と

もなつていたのである。また、ぎゃくに、医療者側が

患者の日常から強く影響されることもあつた。たとえ

ば、患者の暮らしを支援する中で、旅行の重要性が見

えてきたため、在宅療養クリニックの将来計画に、旅

行代理店的機能を組み込むことが検討課題となつてい

く、というようなことが起きてきているのである。つ

まりは、療養者の日常生活と医療が相互的に入れ子に

なつて、影響を与えあつているのである。この状況は、

医療的状況というよ

り、社会的状況であ

る。この新しい状況

を探求する新しい社

会学を作つていきた

いと願つている。
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ALS患者の吸引場面
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